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性能照査型道路計画設計手法に関する実務者向け解説書として「機能階層型の道路ネットワークのため

のガイドライン」が作成・公開されている．しかしながら，実務への適用に向けいくつかの課題が指摘さ

れており，現在，交通工学研究会 基幹研究のなかで改訂作業を進めているところである．本稿では，性能

照査型道路計画設計手法の実用展開をより進めるために，実務上での性能照査のポイントや流れを再整理

するとともに，新規・改良道路など交通の実績データが利用できない場合でも実務者が比較的容易に実施

できるよう性能曲線を活用した簡易的な性能照査手法について紹介する． 
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1. はじめに 

 

平成 30 年 9 月に公表された機能階層型道路ネットワ

ーク計画のためのガイドライン（案）1)（以下，現ガイ

ドライン）では，機能階層型道路ネットワークの考え方

や実務における性能照査の手順等が示されている．この

ガイドラインを参考にした性能照査型道路計画設計手法

が一部の業務に導入されつつある 2), 3), 4)． 

しかし，実務での適用事例が拡大している状況は確認

出来ず，現状で性能照査型道路計画設計手法が十分に普

及しているとは言い難い．本手法の実用展開を進めるた

めには，現ガイドラインの実務への適用における課題を

整理した上で，より活用しやすいものに改定することが

望ましい． 

そこで本稿では，性能照査型道路計画設計手法の実用

展開をより進めるために，実務上での性能照査のポイン

トや流れを再整理するとともに，新規・改良道路など交

通の実績データが利用できない場合でも実務者が比較的

容易に実施できるよう性能曲線を活用した簡易的な性能

照査手法について提案することを目的とする． 

 

2. 性能照査型の道路計画設計 1) 

 

(1) 性能照査型の道路計画設計のポイント 

性能照査型の道路計画設計のポイントは，現ガイドラ

インにおいて以下の通り整理されている． 

1) 道路種別や計画交通量などから横断面構成や設計速

度を決定し，設計区間のクリティカルな線形を決定する

現行の計画・設計の考え方に加えて，拠点間の連絡レベ

ルや交通機能から道路の階層と目標旅行速度を設定し，

これを実現する道路構造を決定すること． 

2) 拠点間の目標旅行時間やこれらを連絡する道路階層

の目標旅行速度（交通サービスの質）を保障する性能照

査という仕組みを取り入れること． 
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3) 道路の機能について，「通行機能」は「移動機能」

へ，「アクセス機能」は「沿道出入機能」へと，本質的

な意味に捉えなおすこと． 

 これらの道路計画設計のポイント・意義は，ガイドラ

インを改定する際にも踏襲する必要がある． 

 

(2) 現ガイドラインにおける計画のフロー 

現ガイドラインでは，道路の交通性能を照査する道路

ネットワーク計画の流れを図-1のように示している．ま

ず，地域現況と上位計画から地域特性，現況の道路交通

状況から交通特性，現況道路網と将来道路網構想からネ

ットワーク特性を整理し，「拠点間の連絡性能目標」と

「道路の機能階層と性能目標」を設定して必要な道路機

能を明確化した望ましい機能階層型道路ネットワークを

計画する． 

次に，計画した道路ネットワークを実現するために，

現況道路ネットワークの性能照査を行う．仮に性能を満

足しない場合は，性能目標の達成に向けた道路構造を検

討して改善計画（案）を策定し，改善計画（案）の箇所

毎に個別箇所の道路構造や交通運用の設計を行い，改善

計画（案）を事業化につなげていく検討手順になってい

る． 

 

3. 実用展開に向けた現ガイドラインの課題 

 

(1) 性能照査の確実な実施 

現ガイドラインの性能照査では，1) 拠点間を連絡する

経路全体を対象に，2) 交通需要に係わらず自由走行時に

発揮できる交通性能（潜在性能）と，ピーク時等の実際

の交通需要を考慮した交通性能（顕在性能）の両方を実

施することとされている．これは，潜在性能の照査は，

交通需要に関係なく道路のネットワーク構成や構造その

ものが目標を達成できる機能を有しているか否かを照査

する点，顕在性能の照査は，渋滞や前方の低速車等の影

響を受ける中での性能目標の達成状況を照査する点，そ

れぞれが重要であるためである． 

しかしながら，1) については，構想段階など拠点間の

道路ネットワーク整備を検討する業務では連絡経路全体

を対象とする一方で，新規事業採択時評価などでは特定

区間のみを対象とするなど，全体と区間の両方を扱うこ

とが求められる業務は必ずしも多くない．また，2) につ

いては，潜在性能，顕在性能の両方を必ず照査する点は，

それぞれ未達の場合に改善計画（案）を検討するステッ

プも踏まえると，作業負荷が高くなってしまう懸念があ

る． 

性能照査にあたっては，拠点間連絡経路全体を対象

に潜在性能の照査と顕在性能の照査のいずれについても

実施することが望まれるところではあるが，実用展開を

図るためには，構想段階，事業評価段階などその業務目

的に合わせて，1) 対象区間（経路全体か/特定区間か）

と 2)照査対象（潜在性能か/顕在性能か）を使い分け出

来るようにするなど，むしろ性能照査を確実に実施でき

るような配慮も必要であると考えられる． 

 

(2) 簡便な性能照査の実施 

拠点間の連絡経路や道路区間の交通性能を照査した結

果，万一，性能目標を達成できていない場合には，構

想･新規道路の整備や道路構造･交通運用の見直しなど改

善策を検討することとなるが，その際，改善策の妥当性

を照査するためには，改善時の旅行速度が必要となる． 

ここで，交通量配分モデルは通常は日ベースの推計で

あり，また交差点立体化による遅れの解消などの改善策

の効果は評価できないことに留意が必要である．そのた

め，主要な交差点が多数存在するような路線の効果や面

的なネットワーク効果を照査する際には，交通シミュレ

ーションモデルを用いて拠点間や代表地点間，道路区間

毎等の旅行時間を算出して照査することが一般的な手法

といえる． 

しかしながら，交通シミュレーションモデルでの照査

には多くの工数を要することから，実施が困難であった

り，また複数考えられる改善策の中から有効な対策案を

トライアンドエラーによって絞り込んでいく作業には必

ずしも適用性が高いとは言えない． 

そこで，実用展開を図るためには，旅行速度を容易に

推定し照査できることが望まれる． 

 

 

図-1 現ガイドラインにおける道路ネットワーク計画の流れ 
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4. ガイドライン見直しのポイント 

 

3.で整理した現ガイドラインの課題に対し，現ガイド

ラインのポイントを踏襲した上で，実務でより活用しや

すいものとするために，(1) 性能照査の流れの見直し，

(2)改善策のポイント整理，(3)性能曲線の活用の視点で，

見直し内容を提案する． 

 

(1) 性能照査の流れの見直し 

 

a)  全体構成 

現ガイドラインにおける計画の流れにおける，地域特

性，交通特性，ネットワーク特性から性能目標を定める

までのステップを簡素化し，拠点間連絡の「性能目標」

など性能照査を実施する際の条件を設定するパート[A]

と，性能照査の実施に関するパート[B]の構成とする，

道路ネットワーク計画の流れとする見直し案を提案する．

具体的には図-2に示すとおりである． 

 

b)  拠点間連絡の「性能目標」等の設定（パート［A］） 

拠点間の連絡性能を照査するため，対象とする拠点の

位置づけや有する機能，人やモノなど拠点間相互の交流

の実態，「依存」や「連携」といった 2拠点間の関係性

などをもとに，拠点間の目標とする旅行時間（以下，目

標旅行時間）を性能目標として設定する．また一方で，

これら 2拠点間を連絡する現状の経路を抽出したうえで，

種級区分や道路構造要件等をふまえ，インター間や主要

な交差点間といった道路区間ごとに道路階層を設定する． 

ここで，拠点は，拠点となる都市の位置付け,有する

施設や機能に基づいて拠点階層を設定 1)する他に，新広

域道路交通計画において示されている交通拠点（都市，

重要な空港・港湾等）を参考に設定することが考えられ

る．また，経路の設定にあたっては，各地域の広域道路

ネットワーク計画や事業路線等に留意する． 

 

c) 性能照査（パート［B］） 

設定した 2拠点間の目標旅行時間や，各道路区間で設

定した階層にもとづく目標旅行速度等を性能目標とし，

拠点間連絡経路や各道路区間で実現している旅行時間・

旅行速度の交通性能を照査する．ここで，拠点間連絡経

路とインターや主要な交差点間などそれを構成する道路

区間の 2段階で交通性能を照査することを基本とする．

但し，拠点間の道路ネットワーク整備を検討する際は前

者のみ（[1.]），道路の事業評価のように特定区間のみ

を対象とする場合は後者のみ（[2.]），といったように

道路事業の段階に応じてどちらか一方の照査のみを行う

ことも考えられる． 

まず，拠点間連絡経路の性能照査（[1.]）では，対象

とする連絡経路が，そもそも拠点間の目標旅行時間を達

成できる構成となっているかどうか，潜在性能を照査す

る．具体的には，連絡経路を利用した際の旅行時間を算

出し，目標旅行時間と比較する．万一，算出した旅行時

間が目標旅行時間を大幅に上回る場合には，自専道のよ

うな高い移動機能を有する道路・区間が不足しているこ

とが考えられ，道路階層の見直しも含めた道路ネットワ

ークの構成そのものの観点から改善策を検討することが

必要となる．なお，ここでは，道路ネットワークの構成

に着目し交通性能を照査するため，できる限り交通要因

によって生じる遅れを取り除いた状態で照査することが

望ましい．そのため，照査対象とする旅行時間は夜間な

ど交通量が少ない「閑散時」のものとする． 

次に，道路区間の性能照査（[2.]）では，各道路階層

の目安となる目標旅行速度と実際の旅行速度等をもとに，

道路区間の顕在性能を照査し，当該区間の道路構造や交

通運用の妥当性を確認する．仮に目標旅行速度を下回る

場合には，交差方法や車線数の見直し，信号制御の改善

といった道路構造や交通運用の観点から改善策の検討が

求められる．ここでは，他の交通等が存在するような一

定の交通需要が存在する交通状況下でも交通性能が担保

できるよう，本照査では各道路区間の地域・道路特性に

応じて照査対象とする時間（以下，設計対象時間）を定

め，その際の旅行速度で照査する． 

 拠点間連絡経路の性能照査（[1.]）では潜在性能のみ，

道路区間の性能照査（[2.]）では顕在性能のみを，照査

 

図-2 道路ネットワーク計画の流れの見直し案 
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対象とすることで現ガイドラインの手法に比べて作業負

荷を低減させ，またどちらか一方の照査のみを選択する

ことも可能とする性能照査手順とすることで，実務でよ

り活用しやすいものとし，性能照査の実施促進を図って

いる． 

 

(2) 改善策検討のポイント整理 

改善策を検討する際の視点としては，大きく 1) 拠点

間連絡経路構成の再検討と，2) 各道路区間の構造要件や

接続形式・間隔の見直し，の 2つが挙げられる．このと

きは，パート[A]で設定した各道路区間の道路階層およ

び目標旅行速度の目安を活用すると良い． 

たとえば，各道路区間の目標旅行速度によって算出さ

れる拠点間の旅行時間が，性能目標である目標旅行時間

を大幅に超過する場合には，図-3に示すように，新たに

移動機能の高い道路を整備するなど道路の階層設定を見

直し，ラインホールやアクセス/イグレス道路の交通性

能を大幅に向上させることが必要となる（拠点間連絡経

路構成の再検討）． 

 一方，目標旅行時間を達成している場合には，拠点間

連絡経路構成自体は問題がないと考えられる．そのため，

閑散時の旅行速度と目標旅行速度との乖離が大きい区間

に着目し，図-4に示すように，構造要件や接続形式・間

隔等の見直しの観点から旅行速度の向上策を検討するこ

ととなる．この時，(3)の性能曲線を活用することで，

改善に向けた道路構造や接続形式・間隔の要件を整理す

ることができる． 

このほか，ラインホールにおいては隣接する道路区間

の連続性についてもチェックし，万一，道路階層が不連

続な区間が存在する場合には，連続性が保てるよう当該

区間の階層設定を見直すことが望ましい． 

 

(3) 性能曲線の活用 

拠点間の連絡経路や道路区間の交通性能を照査した結

果，万一，性能目標を達成できていない場合には，構

想･新規道路の整備や道路構造･交通運用の見直しなど改

善策を検討することとなるが，その際，改善策の妥当性

を照査するためには，改善時の旅行速度が必要となる． 

この際，簡易に推定することが可能な時間交通量から

旅行速度を容易に算出できることが出来れば，交通シミ

ュレーションの実施に比べ，改善策の性能照査の負担を

軽減することが可能となる．そこで，時間交通量と旅行

速度の関係を示す曲線を性能曲線と呼び，改善策の性能

照査においては，予め用意した性能曲線を使用すること

が実用展開を図るためには重要となる． 

性能曲線の基本的な形状は，一般に旅行速度は交通量

が 0台/hのとき最大となり，交通量が増加するにつれ低

下する．これは，交通量が少ないときには他車の影響が

小さく自由に走行できるのに対し，交通量が増加するに

したがい前方の低速車など他車の影響を受け速度が低下

するためである．性能曲線は，アクセスコントロールさ

れた「中断のない道路（自専道）」と，信号交差点によ

る「中断のある道路（一般道）」でその特徴は異なる． 

 

図-4 構造要件や接続形式・間隔等の見直しによる 

旅行速度向上イメージ 

図-5 一般道の性能曲線（例） 
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図-6 目標旅行速度(50km/h)達成に必要な 

道路構造条件・交通条件の検討イメージ 
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図-3 拠点間連絡経路構成の再検討イメージ 

(左：ラインホールの交通性能の向上， 

右：アクセス･イグレス道路の交通性能向上[ラインホールの延伸]) 
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中断のない道路（自専道）の性能曲線は，近田ら 5)の

研究で，高速道路の車両感知器データから，道路構造条

件別の QV関係の回帰式を得る研究が進められており，

この研究成果の活用が期待できる． 

中断のある道路（一般道）の性能曲線は，柿元ら 6)の

研究で，信号交差点による影響を考慮できる時間交通量

と旅行速度の関係式  (1)が提案されており，本式が活用

できる． 

𝑣𝑠(𝑞) =
1

1
𝑣

+ 𝐷𝑆 ∙ {
(1 − 𝑔)2

2(1 − 𝑔 ∙ 𝑍)
𝐶 +

𝑍2

2𝑞(1 − 𝑍)
}

   (1)
 

 

ここに， 𝑣𝑠(𝑞)は時間交通量𝑞における（交差点での

待ち時間を考慮した）区間の旅行速度，𝑣は単路部での

旅行速度[km/h]，𝑔は青時間比，𝐶はサイクル長[h]，𝑞は

流入部の交通量[pcu/h/lane]，𝑍は流入部の需要率= 𝑞⁄𝑐，

𝑐は流入部の交通容量（𝑐 = 𝑆 ∙ 𝑔），𝐷𝑆は信号交差点密

度[箇所/km]，𝑆は可能飽和交通流率[pcu/h]である． 

式  (1)は，区間の旅行時間を区間内の単路部の走行時

間と信号交差点の待ち時間によって構成されたものであ

るため，図-5に例示するように交通量 0台/hのときにも

信号交差点の影響による速度低下が考慮できる特徴があ

る． 

これらの自専道および一般道の性能曲線を活用するこ

とで，実測データがない場合でも，拠点間連絡経路の性

能照査（[1.]）において，各道路区間が有する基本的な

交通性能（潜在性能）である閑散時の旅行速度を把握す

ることができる．また，道路区間の性能照査（[2.]）に

おいて，設計対象とする時間交通量を設定すれば，その

時の旅行速度を簡易に推定することが可能となる． 

併せて，改善策を検討する段階においては，選択可能

な道路構造条件・交通条件を設定し，複数の性能曲線を

描くことで，目標達成が可能な道路構造･交通運用条件

を確認するツールとしても活用可能となる．例えば，図

-6 に示す例では，目標旅行速度 50[km/h]を達成するため

に必要となる交差点密度，青時間比，時間交通量の条件

が性能曲線より読み取れる． 

 

 

5. まとめと今後の課題 

 

本稿では，性能照査型道路計画設計手法の実用展開に

向け，実務上での活用場面に留意し性能照査の意義や流

れ，ポイント等について再整理するとともに，新規・改

良道路など交通の実績データが利用できない場合でも実

務者が比較的容易に実施できるよう性能曲線を活用した

簡易的な性能照査手法について提案した． 

今後は，本手法の実用可能性を確認すべく，性能照査

方法の妥当性やケーススタディによる適用可能性の検証

を行っていくことが必要である．その上で，ガイドライ

ンの改定に向けた検討作業を進めていく予定である． 
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